
　豊かな体験を通して、地域でこどもをはぐくむための取り組みを進める、
そのサポートができるよう、多様なプログラムを提供します。
　「こどもに感動を与えたい」が「いい企画が思いつかない」、あるいは、
「大人も一緒に楽しみたい」という場合にぴったりの事業です。

利用時間
鑑賞…基本月曜日・年末年始をのぞく、
　　　午前区分 10:30～11:15　もしくは午後区分 15:00～16:15
体験…日・祝・月曜日・年末年始をのぞく１０時～１７時で時間を自由に選べます。
研修…ご相談ください。

対　　象
市内の幼児～小・中学生とその保護者等、こどもを中心として20人以上
の参加が見込める団体　注）営利、宗教、教育機関の授業では利用できません鑑 賞プログラム

体 験プログラム

研 修プログラム

3才から小学校低学年のこどもを対象に、ボランティアによる「人形劇」「紙芝
居」「ペープサート」など、鑑賞できる機会を提供します。
おおむね、1回３０～４５分程度の実施時間です。

4才から中学生までのこどもが対象です。
物作りの楽しさ、科学実験、スポーツ、ダンスなど、こどもたちの興味関心を引き
出すプログラムを多数用意しています。講師は、プロをふくめて専門的な知識や
技量を持ち、なおかつ熱意をもってこどもたちと接するメンバーがそろっている
ので、ご安心ください。

体験プログラムの講師は、大人の体験も可能な内容と質を
備えていますので、大人が物つくりの楽しさを味わうための
研修や、こどもと一緒に楽しむためのスキルを身につける
研修も並行して実施することが可能です。

地域こども地域
体験体験

こども
学習事業学習事業

申込方法
専用の申込書に必要事項を記入の上、ＦＡＸあるいはメールで事務局あてに
お申し込みください。申込書は、下記ホームページからダウンロードできます。
ひらがなで「ちいきこどもたいけん」で検索してください。

問い合せ
鑑賞…as（6535-5063）
体験・研修…a（4963-3254）s（6263-1444）
g（http://www.kodomo-kirakira.com/）

※申込受付けは先着順です。受付け期間は、実施したい月の２ヶ月前の１日～２０日。
電話での問い合わせ時間
鑑賞…月曜日を除く ９：００～１７：００　体験・研修…月～金曜日の ９：００～１７：３０
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講座・イベントの会場探しに 

大阪市営地下鉄路線図 「いちょう並木」掲載情報の会場名には最寄り駅を記載しています。

osaka
KEYword大阪を知るための 100 の言 葉と モノの世 界

も真面目にそれを論じた。
　私が小学生の時分、うちの親父はよく「高野山に
行ってくるわ」と言って走っていた。高野山といっても
弘法大師が開かれた金剛峯寺ではない。「トイレの
神様」という歌が流行ったのでお許し願いたいが便
所のことである。トイレを意味する「かわや」の音が高
野に転じたともいうし、落語には谷底に落とす天然の
水洗便所が出てくる小咄「高野雪隠」がある。高野
山で僧籍にはいり剃髪するので、高野で髪を落とす
…紙をおとす…という説も捨てがたい。
　さて今回、こんな展開では表紙にする面白い写真
がないと心配しましたが、“雪隠の火事”で、しゃれ言
葉とは逆に文字をそのまま何の解釈もせずに絵にし
た滑稽な作品を紹介しましょう。
　幕末の大坂で刊行された「諺 臍の宿替」である。
表紙の「人を茶にする」は、人間ティーパックを描い
て言葉そのまま。「三味線に喰われる太夫」は、脇役
が主役を食うという意味だが、字句どおり絵にすると
頭が三味線になった怪人が太夫にかぶりつく図とな
る。文章もふるっていて、「ふし」がない下手くそな太
夫を、節のないネギ（葱）に見たて、三味線が葱太
夫」を食べると小便が臭くなるとぼやいている。
　しゃれ言葉はひねりの笑い。こちらは字句通りに
真っ直ぐ解釈して笑いの別天地にワープするタイプ。
五百近いことわざがこの調子で絵画化されている。
しかし、なんにしても昔から大阪人は尻やらトイレやら
下ネタが大好きやったんですな。“赤子のしょん便”
なこと─ややこ（赤子）シィことです。

　船場の古美術商に「“夏のハマグリ”を知ってはりま
すか」と聞かれた。
　そのこころはいかに？
　「夏は暑いのでハマグリをほっておくと身が腐る。し
かし貝殻は腐らない。“夏のハマグリ”とは身腐って貝
腐らん、つまり見くさって買いくさらんという冷やかし
の客を指すしゃれ言葉ですわ。
　同じハマグリでも、江戸っ子の“その手は桑名の焼
きハマグリ”と感性が違いますやろ。大阪のしゃれ言
葉は、由緒ある商売のまちやからこそ発達したもので、
身を削る厳しい商談でも、一言で人間関係を和ませ
ます。最近の大阪は“赤児の行水”─盥で泣いてる
（金が足らいで泣いてる）人も多くてギスギスしてま
すが、天下の台所やった大阪らしいこころのゆとりを
失ったらあきまへんで…」という話になった。
　他にもこんな言葉がある。「うどん屋の釡」で湯ウ
ばっかり（言うばっかり）、「竹屋の火事」でポンポン言
う、「やもめの行水」で勝手に湯ウとれ（言うとれ）、
「安物のお稲荷さん」で鳥居（取り柄）がない、「妹の
嫁入り」で姉（ねえ）と相談つまり値と相談、「うどん屋
の鰹」でダシ（出し）ぬかれた、「幽霊のお手討」で 
死骸（仕甲斐）がない、「猿のしょん便」で木（気）に
かかるなどなど。「牛のおいど」でモウの尻（もの知
り）、「黒犬のおいど」で尾も白ウない（面白うない）な
どもある（「おいど」とは大阪の言葉で臀部の意味）。
　しゃれ言葉の豊富さは大阪の誇りでり、前田勇『浪
花しゃれことば』（むさし書房、昭和30年）、牧村史陽
編『大阪ことば事典』(講談社、昭和54年)など、碩学

筆者プロフィール 大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室主任学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」
「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。橋爪 節也 はしづめ せつや
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写真 ： 前田勇
　　　『浪花しゃれことば』
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ことわざ
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写真 ： 前田勇
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